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プログラム（予定） 
特別講演 1  「メチル水銀の神経毒性メカニズム」 

   藤村 成剛 （水俣病総合研究センター） 

 

特別講演 2  「病態再現と移植医療に向けた腎臓オルガノイドの高度化と成熟」 

    西中村 隆一（熊本大学発生医学研究所 腎臓発生分野）  

 

シンポジウム 1  「病理は何をみているのか—毒性病理と診断病理、その本質と広がり」 

・「病理とは何ぞや？」 

 田村 浩一（東京逓信病院病理診断科 元部長） 

・「獣医診断病理学の視点と広がり」 

平田 暁大（岐阜大学） 

・「毒性病理学の視点と広がり」 

  太田 恵津子（エーザイ） 

 

シンポジウム 2 「呼吸器毒性、その先へ ― いま解決すべき課題、次世代が挑む問

い ―」 

・「大気汚染物質の呼吸器への影響に関する疫学研究」  

 島 正之 （兵庫医科大学） 

・「気管内投与および吸入曝露による硫酸の急性吸入毒性の比較」  

 竹内 和也 （日産化学） 

・「動物と人の呼吸器を理解し、次世代が挑む問いを探す」  

 山野 荘太郎（労働安全衛生総合研究所 ） 

・「現象をスタートとしたヒト呼吸器疾患の理解」  

 坂上 拓郎（熊本大学） 

 

パネルディスカッション  「1 枚の標本から何を読むか ―毒性病理専門家の視点と思考プ

ロセスを可視化する―」 

 パネリスト： 今岡 尚子（第一三共），斎藤 翼（大正製薬），佐野智弥

（武田薬品工業），髙橋尚史（残留農薬研究所），土居卓也（メディフォー

ド） 

 

IATP Maronpot Guest Lecture  

 「非齧歯類における眼病理学」 

    Dr. Kenneth A Schafer （Greenfield Pathology Services, Inc.） 

 

インターナショナルワークショップ 

 Towards GLP-Compliant AI in Toxicologic Pathology: Insights from 

the ESTP Townhall Meeting 2026. Gabriele Pohlmeyer-Esch 

 Generation of C57BL/6J p53-deficient mice using C57BL/6J-

derived ES cells.  Jianjun Lyu 

 Elucidation of cellular dynamics during hepatocarcinogenesis by 

single-nucleus gene expression analysis. Arpamas 
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 Autophagy dynamics during modification of chemically-induced 

liver injury by dietary iron overload. Sho Fujiwara 

 Evaluating the genetic and nutritional factors in leflunomide-

induced hepatic injury. Minami Nakagawa 

 Diet-dependent stress factor induces methanol induced brain 

injury in Aldh2*2 knock in rats. Kobir Md Alamgir 

 An integrated risk assessment of the novel alternative plasticizer. 

Dasom Jeong 

 Human relevant carcinogenic risk assessment of pharmaceuticals. 

Shekhar Kadam 

 Oncogenic function and transcriptional dynamics of MYCN in liver 

tumorigenesis.  Xian-Yang Qin 

 その他 

 

若手ワークショップ 

 申し込み時点で 40 歳未満の若手の皆様から、新しい視点で今後の毒性

病理の発展に資するような演題を募集いたします。 

ポスター発表（一般演題） 

ランチョンセミナー  

イブニングセミナー 

 

 

 


